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 会社を退職してから、好きだったオーディオ趣味を再開してから７年が経ちました。趣味はプラモデルか

ら鉄道模型、そしてオーディオになり、一時中断して再開、今に続いています。はじめにオーディオ装置を

作り始めたのは１９７０年大阪万博の頃です。その頃は真空管ブームで、雑誌にも真空管アンプの自作記事

が氾濫しておりました。私も何台か製作しました。ムード音楽のブームと重なり、ポール・モーリアやフラ

ンク・プールセルのオーケストラの演奏をよく聴いていました。 

 退職後は、社内の友人を師匠として、クラシック音楽を聴き始めました。ヴェートーベンから始まり、今

はドヴォルザークを気に入って、主に聴いています。大阪のシンフォニーホールにも、時々オーケストラや

千住真理子さんのヴァイオリンのライブを聴きに行っています。 

 今の装置は、下の写真です。PC に音楽データを入れ、ディジタル信号をアナログ信号に変換し、パワーア

ンプで増幅してスピーカーを駆

動します。主としてキットを組

んでいますが、自分なりに鼻薬

を加えています。これで自分と

しては、レトロな昭和時代のオ

ーディオ趣味の雰囲気が再現さ

れていて気にいっています。年

のせいで、可聴帯域は狭い（５

０～１０ｋHz 位しかありませ

ん）のですが、普通に音楽を聴けており、十分満足しています（と言うと「マニア」は終りですが）。写真の

装置で、数万円くらいの費用です。1 年くらいかけてゆっくり改良していった分はもう少したくさん掛かり

ました。本を売ったりして稼いでそれを充てています。 

 FM 放送も PC で聴く事ができる（昔の「エアーチェック」）ので、十分楽しむことができますので、皆さ

んも始めてみては如何でしょう。但しこの趣味は、のめり込むとアブナイので、ほどほどにどうぞ。 


